
  
 

生コンクリート四季報「春季」2023年 3月第 62号 

 

初春の候、貴社におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 
 

今回は、春季ワンポイント、トンネル覆工中流動繊維補強コンについてご紹介致します。 

ご興味のある方は、春季報を読んでいただけましたら幸いです。 

ワンポイント 春のコンクリートは、養生が大切？ 
コロナの終息も始め社会活動が活発になる期待がされてきましたね。 

春の生コンワンポイント、キーワードは三寒四温、春一番です。 

春は、寒暖の差が激しく生コンが固まる過程で不安定となりやすい時期でもあり 

ます。生コンが固まり始める段階でできるだけ温度の変動を小さくしてあげること 

が大切となってきます。 

春一番と呼ばれ冬から春になる時期は、非常に強風が吹き荒れる時期でもあり、 

生コンの表面が急激に乾燥しやすい時期でもあります。 

三寒四温、春一番、これらのキーワードと上手く付き合っていくには、養生が 

必要不可欠となります。手間は掛かりますがちょっとした一手間でその後の生コ 

  ンの顔が輝かしくなることでしょう。 
 

トンネル覆工コンクリート？ 
当社は、技術経営を推進すべく最新の生コン技術を取り入れ生コン製造をして 

おります。生コンは、国土強靭化、国民の生命を守るために重要な資材であります 

２月より納入しているトンネル覆工コンクリート、中流動繊維補強コンクリート 

についてご紹介致します。現在のトンネル工事は、NATM工法が主流となってい

ますがセントル内に剥落防止の観点から繊維を混入した生コンを充填することが 

難しい課題となっていました。そこで充填性を高めた中流動コンクリートが昨今の

技術で製造可能となり、当社も製造出荷しております。 

ぜひご興味がある方は、当社 技術部の伊藤までお問い合わせ下さい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【仕上状態】           【中流動繊維補強コンクリート】 

 

 

 

   

川辺工場：〒509-0303  岐阜県加茂郡川辺町石神６８１番地の１   

ＴＥＬ 0574-53-2567  FAX 0574-53-2934 

関 工場：〒501-3911  岐阜県関市肥田瀬２０７番地          

ＴＥＬ 0575-22-2073  FAX  0575-24-6029 

当社ホームページ（https://www.rainnamakon.com）にて１号～62号まで掲載しております。 

https://www.rainnamakon.com/

